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第４回POSITIVEプログラムトレーナー養成セミナー（特集）

病院職場を巡「思」して改善に生かす

１１月３０日午後から１日半の日程で、第４回POSITIVEトレーナー養成セミナーが開催されました。今

年は病院職場を取り上げました。

POSITIVEプログラムは、「労働組合が主導する実践型労働安全衛生を促進するためのプログラム」の略称

です。２００６年に改正労働安全衛生法が施行され、職場にマネジメントシステム（MS)が努力義務化され

ましたが、地場中小企業ではMSが労働災害予防に有効であると知っていても、なかなか普及できていません。

当センターでは、道内の中小企業でも普及が容易なプログラムとして、労働科学研究所の吉川副所長の指導

によって「参加型PDCAサイクル実践プログラム」であるPOSITIVEプログラムのトレーナーを養成するセ

ミナーを開催してきました。１日半のセミナーは、まずチェックリストによる職場巡思を行い、その後に４

つの作業領域ごとに良好事例と改善提案をまとめるグループワークで構成されています。過去３回は、第１

回が札幌中央郵便局、第２回は匠プリント、第３回はサクラクラフト（旭川）で職場巡思を行いました。

NTT東日本札幌病院を訪問しました

第４回のテーマは「医療サービス現場の良

好事例と改善」とし、NTT東日本札幌病院に

視察をお願いしました。この病院は約３００

床の中規模総合病院で、外来は一日１，２０

０名ほど、平均病床稼働率は９０％を超える

忙しさで、交通の便がよい立地です。

参加者６名はいずれも医療現場で働く人で

すが、まずセミナーの概要を聞いた後、チェ

ックリストを使った職場チェックの方法についてプレゼンを受けました（チェックリストはHPに載せます）。

その後、NTT病院に移動して病院の概要説明を受けた後、受付から中央処置室（採血ルーム）、計算センター、

病棟、食堂などの施設を講師とともに見せていただきました。視察直後の印象としては、①全体がきちんと

整頓されている感じがした、②感染対策やハラスメント対策のルールが職場に掲示されていた、③現場の意

見を集める工夫があったなどの良好点とともに、計算センターの室温が高めに感じられたなどの感想もあり

ました。医療に限らずですが、顧客対応が伴う職場では、いま、顧客（患者）からのハラスメント問題が増

えており、その対応をルール化して窓口を明確にすることは、働く人たちの感情ストレスをコントロールす
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る上で重要となっています。

用品の整理が行き届いている（運搬と保管の領域）

会場に戻ってからは、まず卵を手渡しで運ぶゲー

ムを行い、丼のような容器と卵ケースでは運ぶ時間

が全く違うことを体験した後、運搬と保管のルール

として、①安全な通路を確保します。②資材や道具

の置き場所、置き方を安全で効率的にします。③運

搬と移動は少なく、短く、安全にします。④移動介

助を安全で安心して行える手順を整備します。の４

点を基本に巡視した病院の写真をもとにグループ

ワーク（以下GWと略称）を行いました。良好事例としては、①医療用品に値段がついていて、コスト意識

が高まる。②重いものはキャスターがついていた。③患者に声をかけながら移動介助していたなどがあげら

れ、また、①医療用品の小分けは十分だが、覚えるのが大変かも。②保管庫の棚が高く取りづらいかもなど

の改善が提案されました。

業場内での運搬は、日常業務に欠かせない、大変重要なものです。運搬が円滑に行われることが、生産性

の高い職場の必要条件です。通路が常に整理されて障害物がなければ、台車や車輪つきラックの移動がとて

も楽になります。また、資材や製品の上げ下げや移動をすることは、落下災害や、腰痛などの筋骨格系の障

害を引き起こす原因となります。さらに医療現場では、保管と識別に特別に気を遣い、薬品等の期限や使用

過誤の未然防止に努める必要があります。

肘高ルールに沿っていて良かった（ワークステーションと機械の安全の領域）

次にワークステーションと機器の安全の

領域に移り、二組の色鉛筆を混ぜ合わせてか

らもとの二組に戻すゲームを行い、はじめは

苦労して色分けしていた参加者が、「じつは

色鉛筆の片方の底には印がついている」と説

明を受けた後、あっという間に二組に分ける

「効率」についてゲームで学んだ後、これも

視察病院の主にナースステーションを題材

に、この領域のルールとして、①資材や器具

は作業者の近くに置きます。②作業はひじの高さで行います。③表示や操作盤は分かりやすくします。④鋭

利な器材の取り扱い手順を決めますのプレゼンにそってGWを行いました。

発表されたGWの結果は、①電源ケーブル等がなく動きやすい。②中央処置室のセッティングが同じで使

いやすそう。③肘高ルールが実現されており、テーブルも形が必要にあわせられていたなど良好事例があげ

られましたが、一方、①中央処置室のテーブルは医療従事者には低すぎかも。②ナースステーションが多少
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狭い感じがしたなどの点も出されました。

さまざまな作業課題を行えるようにするには、一定の大きさの安定した作業場所が必要です。良い作業場

所は、時間の損失と多くの労力を減らし、作業効率を高め、疲労の蓄積を防ぎます。また、手による作業が

行われる場所が正しい高さにあれば、効率的な作業が容易に行われ、疲労を減らします。作業場や事務所に

おけるラベルと標識、信号等は、作業についての情報を伝えるので、その識別が容易であるべきです。

感染予防対策のルールと機材がしっかりしていた（職場環境の要因の領域）

三つ目は職場の環境に目を向けました。まず、多

角形が書かれた用紙を配布し、多角形の中に角を一

つずつとばして（例６角形なら３角に）１分間でい

くつ線を書けるか、明るい場所と室内照明を減らし

た暗い場所での能率を比較するゲームを行いまし

た。職場環境の４つのルールは、①快適に作業でき

るような照明と空調設備を備えます。②プライバシ

ーが保護されるようにパーテションやカーテンを

使います。③化学物質などの有害物から作業者を守ります。④個人用防護具の適切な使用方法を確立します、

となりますが、GWの結果、良好事例として①ナースステーションに薬剤師用の局所換気があった。②病室

ごとに感染予防の消毒薬やマスクが準備されて、感染予防対策がしっかりしていた。③中央処置室の患者隔

壁がプライバシー保護によいなどの点が、また、改善点として、①計算センターの空調を改善しては。②病

室のベッド個々に自然光を取り入れる工夫もあるのではないかなどが出されました。

十分な照明は、従業員の快適さと作業能率を改善します。また、環境の良い職場は、快適に仕事に集中す

ることができて、いらいらした気持ちを生じさせません。医療従事者では、感染患者と接することや抗がん

剤等の有害物質に、適切な感染・曝露予防策をとることが求められます。一般の職場でも有機化合物等の有

害環境源を隔離し、その曝露を最小限に抑えることは快適に働く上で重要です。

暴力・ハラスメントのマニュアルがしっかりしていた

（チームワークとメンタルヘルスの領域）

最後の領域は「チームワークとメンタルヘ

ルス」です。まず、正方四角形４個×４個の

マトリックスに正方形が何個あるかを個人で

数え発表します。４×４＝１６以上あること

はわかるのですが、参加者から正解はありま

せんでした。そこで、グループでお互いを検

証して数え直しました。すると正解が出ま

す。グループワークは様々な人の意見を聞け

るだけでなく、正解に近づくことができま

す。
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この領域のルールは、①リフレッシュできる休憩施設や清潔なトイレや更衣室を提供します。②休暇・休

日を含む勤務時間制の改善や作業スケジュールを調整します。③暴力やハラスメントなどに対応した適切な

予防手順や緊急時計画を確立します。④職場内の相互支援をすすめます、の４つです。GW後の良い点では、

①暴力・ハラスメント等のマニュアルがナースステーションの中に掲示されていて、連絡体制がしっかりし

ていた。②休憩室・食堂などが清潔で充実していたなどが出され、また、改善点としては、①食堂で患者と

職員が同席することに不都合はないか。②女性が多いことを考えると院内保育が必要ではないかなどが出さ

れました。

仕事の量的負担や求められる速さなど、いわゆる仕事の要求度を適切な状態に保つための対応を行うこと

は、メンタルヘルス対策の重要なポイントです。繁忙期や交代制の勤務など、心身に負担がかかる時期や作

業内容については、メンタルヘルスの悪化や事故の可能性が高まるので十分に留意しておきます。平時から

課題点を把握し、その備えをしておくことが大切です。短時間のミーティングでも労働者が集まり話し合っ

て作業量の調整を行うことで、生産性の向上や労働者の作業のしやすさにとって重要なアイデアを実現でき

るようになるでしょう。

セミナーの最後に、NTT病院視察の良好事例写真１６枚からアイデ

ア賞、人に優しいで賞、低コスト賞、ヘルシー賞の４つの賞を設定して

GWを行い、それぞれ投票しました。共通して評価されたのは「医療廃

棄物がキャスター付きで便利そう」ということで、アイディアと低コス

ト賞を受けました。

その後、まとめとして「POSITIVE改善活動で安全衛生を軸にした協

力の広がりが期待されます」のプレゼンがあり、①労働組合安全衛生研

修の定着を推進する、②現場に合った参加型教材開発を支援する、③成

功例に学ぶの視点で職場巡思を見直し、安全衛生委員会活動の活性化に

もつなげましょうと締めくくられました。

参加者の感想は、おおむね「参考になった」、「良い点から職場をみる

ことの難しさを感じた」というものでしたが、そのほかには、①視察の

時間が足りなかった、②GWのなかでそれぞれの職場についての意見交

換もしたかったということがありましたので、第５回のセミナーに反映

できるよう検討します。

NTT東日本札幌病院の皆さん。ご協力ありがとうございました。

※ セミナーで使ったパワーポイント資料やチェックリストを提供しますので、関心がお

ありの方はこのメールにご連絡ください。 safety@rengo-hokkaido.gr.jp

メンタル無料電話相談
０１１－２０９－２５００

(電話料金はかかります 相談を受けるのは産業カウンセラーです）


